
　夏休みに入って、せんたく物を干す手伝いをするようになった。干し方によってかわき方はち

がうのか、早くかわかすにはどうすればいいのかを知りたいと思った。

　水にぬらしたタオルを何枚か用意し、いろいろな干し方をして、10分ごとに重さをはかって、

かわき方のちがいを調べた。

　　実験その１（場所、干し方、色でかわき方はちがうのか）

　　　・干す場所（日なた、日かげ、家の中）では、日なたがよくかわく。

　　　・干し方（１枚、２枚重ね、３枚重ね）では、１枚がよくかわく。

　　　・タオルの色（黒、しましま、黄、青、赤、白）では、こい色がよくかわく。

　　実験その２（日光を集めて温度を高くすれば早くかわくか）

　　　・アルミホイルをはった板に日光を反しゃさせてタオルに当ててみたが、日光が集まらず、

　　　 何もしないものと温度も変わらなかった。（実験失敗）

　　実験その３（ビニールの中に干して温度を高くすれば早くかわくか）

　　　・タオルをビニールでおおえば、温度が上がって早くかわくと思ったが、温度が低いビニー  

　　　 ルなしのほうがよくかわいた。

　　実験その４（風通しをよくしたビニールの中に干せば早くかわくか）

　　　・ビニールに切れ目を入れて風通しをよくすれば、温度が高くなるビニールの中のほうが 

　　　 よくかわくと思ったが、切れ目を入れないビニールよりよくかわいたが、ビニールなしが

　　　 一番よくかわいた。
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「せんたく物を早くかわかす方法」
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まとめや感想
　せんたく物を早くかわかすためには、「温度が高い」だけではなく、「風通しがよい」ことも大事

だということがわかった。

　せんたく物は、重ねずに干したり、色のこいものより白いものを外側にして干せばよくかわく

ことがわかったので、これからは、干し方を工夫しながらせんたく物をかわかしたいと思った。


